
いじめ防止のための道徳科授業 

～「いじり」が「いじめ」につながるかもしれないことに気付かせる～ 

 

大阪市立堀江小学校 浦部 文成 

 

１．主題設定の理由 

 

(1) はじめに 

平成 27 年 3 月に学習指導要領が一部改訂さ

れ、道徳の時間は特別の教科道徳として位置付

けられた。その議論の発端の一つにいじめ問題

がある。教科書が出来、いじめ問題を扱う頁が

設けられ、いじめ問題への対応の充実が図られ

ている。教科書で扱われているいじめの教材で

は、森田注 1 の「いじめの四層構造」（円の中心

に「被害者」、次に「加害者」、そして「聴衆」、

「傍観者」）を基に、いじめ防止には「傍観者」

がいじめを抑止する方向に働きかけることが

重要だという内容がみられる。 

このことは確かだが、現在のいじめは多様化

しており、四層構造では説明がつかない形態も

現れてきている。向井注２は「イジりという名の

いじめ」を指摘し、「…イジりによってその集

団の一員として自己を周囲に顕示し、そこで行

われる…イジりコミュニケーションによって、

自己肯定感を得ている。…それはイジる者・イ

ジられる者の両方に言える」という。中野注３は、

いじりは「…新入り時代、…かなり初期に始ま

っている。そして加害者側は、むしろ『仲間に

入れてあげる』行動として、場合によっては『良

かれと思って』している」と述べている。 

“いじる・いじられる”という関係が、人を

自殺に追い込む最悪の事態になり得るという

点について、実際にそのような悲惨な事態が起

こっているにも関わらず、児童や教職員にもあ

まり認識されていないと思われる。 

 

(2)  いじめといじりについて～その親和性～ 

いじりといじめの違いは以下の通りである。 

いじめとは「当該児童と一定の人間関係にあ

る他の児童が行う、心理的または、物理的な影

響を与える行為であり、当該行為の対象となっ

た児童が心身に苦痛を感じるもの」である。い

じりの行為的な側面、例えば、ちょっとした失

敗を笑う,触れてほしくない事に言及して笑い

を取る,言葉の揚げ足取りをする。相手を小突く

などは、心身の苦痛を感じるために「いじめ」

である。 

いじりとは、漫才のように、いじる側といじ

られる側が合意の上で、笑いを取るために使わ

れる、相手をからかう、あげつらうなどの一種

の手法である。いじりは、テレビ番組等でよく

用いられ、面白く、しかも安易にできそうに見

えてしまうため、児童も真似をしやすい。 

しかし、現実では、学級や職場の関係の中で

は、立場の強い者（いじる側）から立場の弱い

者（いじられる側）への一方的なあげつらいや

嘲笑となることが多く、いじられた側の尊厳が

傷つけられることになる。また、いじられた当

人やいじった側、それを見ていた周囲の人間が

人の尊厳を傷つけていることに気付きにくい。

大阪は“ぼけ、つっこみ”には寛容な雰囲気が

あり、加えて、笑いがある、場の雰囲気を壊し

たくない等で、その場で嫌と言い出すのは難し

い。また、周りも、ふざけ合っているといった

認識でいることが往々にしてある。それだけに、

歯止めがかからず、いじりが段々とエスカレー

トし、気付かないうちにいじめへと発展する危

険性を秘めている。 

 

(3)  本学級の児童の実態 

授業実践する本学級は４学年で、児童は男子

21 名、女子 14 名である。本校は 95％以上がマ

ンション居住であり、保護者の多様な価値観や

生活様式の基に、自分の思いが素直に言えない、



相手のことを考えないなど児童に人間関係の

未熟さがみられる。本学級の児童にもその傾向

がみられる。 

本校は児童数が非常に多く、クラス替えの度

に人間関係が一度リセットされる。年度当初、

ほとんどの児童は、同じクラスになった友達に

対して友好的に接し関係をつくろうとしてい

る。しかし、親しくなりたい気持ちを「友達の

名をもじってからかう」で表す児童や、遊びの

つもりで「不適切な言い方をする」児童等が見

られた。いじられることを期待しているような

児童も見られる。 

友達との仲が進むにつれて、相手を叩いたり、

馬鹿にしたり、追いかけ合いをしたりといった

行為の頻度が高く目立つようになってきた。そ

の場で、注意や指導はするが友人関係の在り方

に危うさを感じた。QU 調査によれば、孤立して

いる児童も 8 人いた。また、6 月のいじめ調査

では「いじめたことがある」0人、「いじめられ

たことがある」3 人である。さらに、アンケー

トによれば、「いじめは絶対許されない」とい

う児童は 94％であるが、自分達のしていること

が、ともするといじめにつながるかもしれない

ということに気付かず、あまり自覚がないよう

に思えたのである。 

以上のことから、いじりを基にしたいじめに

ついて考える授業をする必要があると考えた。 

 

２．研究の目的と方法 

 

(1) 研究の目的   

いじりといじめの異同を考えることを通し

て、児童のいじめに対する認識を深め、いじめ

に気付き、止めることのできる児童を育てる。 

 

(2) 研究の方法 

教科書資料（「いじりといじめ」：日本文教出

版「生きる力４年」）を用いて授業を行い、児

童の発言やワークシートから児童の意識がど

う変わったか、検証を行う。 

(3) 教材について 

本教材はいじりといじめについて考えるた

めのものである。教材の概略を次に示す。 

授業でまさるが的外れなことを言ったので皆か

ら笑われ、まさる本人も笑った。しかし、ゆうきはド

キっとする。みかは「今の、笑っていいのかな。」

思い切ったように言う。げんきは「おもしろかった

んだ。まさるくんは気にしていないよ。間違っても

みんなにうけたんだし、気にするほどじゃあない

よ」と反論する…。 

登場人物の立場はそれぞれ次のようである。

ゆうきの心情には、人をいじっている時にいじ

られた人のことを考えていない様子が、げんき

の言い分にはいじりといじめは違うものであ

り、自分達は正当だという主張の理由が含まれ

ている。みかの意見は、いじられた人が本当に

気にしていないかどうかは分からないことや

いじりを見たり、聞いたりした周りの人が不愉

快になることがあることを示している。これら

３人の考え方は、ふだん見過ごしがちな“いじ

り”や何気なく思っていることに重なるもので

あり、いじりといじめについて考える手掛かり

となる。この教材と、自分達の普段の言動を重

ね合わせることで、いじりといじめについて考

えることができるようにしたい。 

 

３．実践の概要 

 

(1) 実践の日時・学級等    

平成 30 年 6 月 19 日（火） ４年１組 児童 35 名 

 

(2) 指導案 

①目標  

いじりといじめの違いを考えることを通し

て、「いじり」は人の尊厳を傷つける行為であ

り、「いじめ」と同義であることに気付き、し

てはならないことであるという意識を高める

ことができる。 



② 評価（ルーブリック） 

Ａ 「いじり」と「いじめ」が近いものであることに気付きしてはならないという意識で見かけたら止める気持ちを持つ。  

Ｂ 「いじり」と「いじめ」が近いことに気づき「いじり」をしないという気持ちを持つことができる。 

Ｃ 「いじり」と「いじめ」が近いことに気が付かない。 

③本時の展開（全 1時間） 

学習活動 主な発問と予想される児童の反応 指導上の留意点及び支援 

１．バラエティ番組の映像 

を見せる。 

（全体） 

 

 

２．教科書の範読を聞く。 

              (全体) 

 

３．「いじりといじめのちが

い」を読んで、3人の考え

について話し合う。 

  （個人→２グループ） 

 

①みかの考えについて 

 

 

 

②げんきとゆうきの考えに 

ついて 

 

 

 

 

 

４．いじりといじめの違いに

ついて話し合う。 

         （班→全体） 

 

 

 

 

 

 

５．考えたことを発表する。 

            （全体） 

○この映像を見て、どう思いますか。 

  ・芸人がいじられている 

  ・ちょっとかわいそう 

  ・面白い。 

 
 
 
 
 
 
 
 

○みかさんは何を問題だと考えていますか 

・まさるの失敗を笑ったこと。 

・まさるがほんとうに気にしていないのか。 

・笑うことはよくないこと。 

○まさるくんを笑うことはいじめですか。それと

もいじりですか。 

【いじめ】・まさるは傷ついている。 

・みんなで笑っている。 

・まさるががまんしているだけ。 

・まわりも嫌な気持ちになる。 

【いじり】・友達同士だから問題ない。 

     ・冗談だとわかっている。 

     ・面白いから良い。 

     ・本当に傷ついていたらいじめ。 

 

 

 
 

 

○いじめにならないいじりはあるかな 

【ある】・1 対 1 なら良い。 

・仲良し同士なら良い。 

・相手も笑っていたら良い。 

【ない】・どちらにしてもされた方は嫌。 

   ・仲が良いかどうかが問題ではない。 

   ・嫌でも言えない時がある。 

   ・笑っていても心の中では嫌だと思 

っている時がある。 
 

 
 

○いじめといじりはどこが違うのだろう。 

○いじめにならないために、どんなことに気を

付ければよいのだろう。 

 

・この段階では、どのような反応も

許容する。素直に思っていること

を出させる。 

・IWB を使用して映像を見せる。 

 

 

 

 

 

 

・人の失敗を笑ってよいかというこ

とが問題になっていることを話し

合う中で確認する。 

・三人の発言を比較する中で、げ

んきの発言はまさる本人の気持

ちを見落としている点に気付か

せる。 

 

・面白いかどうかではなく、いじら

れた側がどう感じるのかが問題

であることに問い返しや友達の

発言につなげる中で気づかせて

いく。 

 

 
 
 

・色々な場面で考えさせることで

考えをより確かなものにする。 

 

・仲の良さや信頼関係が有無が

問題ではなく、人の尊厳を傷つ

けていることが問題であることに

気付かせる。 

・いじめにならないいじりが出な

い場合は教師の側から提示し、

児童に揺さぶりをかける。 

 1 対 1、仲良し同士、周りが明るく

なる、相手も笑っている、相手が

軽く受け流せる、相手が言い返

せる・・・いじり 



(3) 授業の実際 

【導入場面】 

導入として、バラエティ番組の「ロンドンハ

ーツ」の映像から芸人がいじられている場面を

視聴させた。児童の反応に対しては、指導や同

調などしないようにした。「嫌がっている」「し

つこい」等の意見に 8割同調する児童が程の児

童が頷いていたが、「面白かったのでは？」と

いう問いかけには半数以上の児童が面白いと

感じていた。 

【「いじりといじめのちがい」を読んで、3人の

考えについて話し合う場面】 

教科書の場面を確認した後、児童に「この場

面はいじりか、それともいじめか」と問いかけ、

隣同士で相談し、自分の考えを発表させた。当

初、8 割程度の児童がいじりだと考えていた。

その理由として、直接的に暴力を加えたわけで

はないこと、それをした回数が問題であり、回

数が増えていけばいじめになるということ、本

人が笑っており嫌がっているようには見えな

いということ等をあげていた。 

▼ 授業の一場面①（抜粋） 

Ｔ：じゃあ、いじりの方の人。Ｃ1さん。 

Ｃ１：冗談だって分かってやっている。 

Ｔ：分かってしてるというＣ1さんの意見だけど、Ｃ

２さんは、つけたしとかどう？ 

Ｃ２: いじめは何回も同じようなことをやられて、もっ 

と蹴られたりするのがいじめだけど、いじりは、

自分も皆が笑っていて、心の中がそんなに傷つい

てないと思うし、蹴ったりはしてない。いじめよ

りも、もうちょっと軽いものだから、いじりだと

思います。 

Ｃ３：Ｃ２さんに似ていて、こそっと集まってしゃべっ 

たり、傷ついたり、やめてほしいことを何回れさ 

れることはいじめだけど、嫌がっているとか、や 

めてとか言っていないのでいじりだと思う。 

・・・・・・ 

Ｔ：いじり派の人の意見をまとめて言うと、どうなる

のかな。 

Ｃ４：分かってしてる、暴力をしていないので、いじり。 

Ｔ：いじりの方のさんは、どんなことをしたらいじめに 

なると思ってるの？ 

Ｃ５：心が傷ついたり、やめてと言っても何回も嫌なこ

とをする。 

一方、５人の児童は、いじめだととらえてい

た。その理由として「人の失敗を笑うのはいけ

ない」というものであった。両者に分かれて、

討論をさせた。 

まず、「いじり」側の児童は、次の児童の発

言にもあるように、分かってやっている、暴力

をしていない、本人も笑っているので傷ついて

いないということを理由にあげていた。 

一方で、いじめだと捉えた児童は、以下の授

業場面②の発言にもあるように、まさるが嫌が

っているかもしれないこと、言葉の暴力もいじ

めになるということ、回数が問題になるわけで

はないということ、わざと間違ったと思ってい

るのは周りの人だけで、まさるにはそのつもり

がなかったことなどを理由に挙げていた。 

▼ 授業の一場面②（抜粋） 

Ｔ：分かってしている、嫌だと言っていない、暴力じゃ

ないので、いじめじゃないといういじり派の意見に

ついて、いじめ派の人はどう思う。反論は？ 

Ｃ６：げんきくんとかは、普段から まさるくんは面白い

子なんだって思っているから、そうやってわざとま

ちがえたんだと思っているだけ 

・・・・・・ 

Ｃ７:嫌がってたら笑わないというけど、嫌がりすぎて、

隠すように笑ったと思います。 

Ｃ８：無理やり笑って、自分が嫌じゃないって、みんな

に・・・。気を使ってると思う。 

・・・・・・ 

Ｃ９：気にする程ではないと書いてあるけど、自分がされ

たら嫌なのに、まさるくんの本当の気持ちとかは分

からない。 

Ｃ１０：うつむいているし、自分は笑われたりするのは嫌な

んだけど、それをまさるくんも嫌なのと一緒だと思

う。 

Ｃ11：自分の立場ではわからないけれども、まさるくんの

気持ちでは、たぶん、嫌がっていると思う。 



「（まさるが）笑いをとろうとしてわざと間

違えたわけではなくて本当に分からなかった」

「ほんとは嫌だったのでは」といったいじめだ

と考え児童の意見を聞いて、いじり側の児童は

大いに悩んだように見えた。いじりだと考える

立場から反論をしたが、いつの間にかいじめだ

と考えるようになっている児童もいた。 

児童の書いたワークシート（図１）を見ると、

いじりといじめを同一線上に捉え、どちらも相

手の気持ちを考えることが大切であると考え

た児童が 29 名いた。しかし、いじりといじめ

を対極にあるものと捉える児童も 6名いた。相

手が自分をいじって、自分もいじられて楽しむ

といった、「いじり」が一種のコミュニケーシ

ョン手段として認知されている昨今の状況を

考えると、相手させよければ多少の「いじり」

はしてもいいという考えを変えなかったこと

も児童の素直な気持ちだろう。いずれにしても、

「相手の気持ち」を考えることが大切であると

いう点は十分に理解されていると考える。 

 

▼図１授業後の児童の感想（ワークシートから） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この教材を学習した後に、いじめ調査の「いじ

めたことがある」、「いじめられたことがある」

という回答があることをもとに、自分はいじめ

ていないと思っていても、相手が不快で「いじ

められた」と思う場合があることについて考え

させた。児童の発言から、自分は「いじめてや

ろう」と思っていなくて、楽しそうとか、よく

考えないで言ったりしたりしたことが、相手を

傷つけて、そこから言い合いになったなどとい

う経験がほとんどだった。 

相手はいじめたと思っていなくとも、自分が

嫌な思いをした場合に、勇気を持ってそのこと

を言う、自分はいじめるつもりはなくとも、相

手がそう思う場合がある。その場合に、人から

責められて自分は「いじめるつもりなんかない」

と納得できなかった自分を振り返って、「やっ

ぱり、謝らないといけない」という感想を言う

児童もいた。 

(4) ワークシートの記述やアンケート結果 

ワークシートの記述内容では、例えば、「こ

れからは、いじりだと思っても人が嫌な思いを

するようなことはやめる」「自分が、気が付か

ないでしてしまったら、素直に謝る」といった、

今後の自分の言動に関する内容は、多い少ない

はあるもののどの児童の記述にも含まれてい

た。また「自分と相手の受け取り方は違う。だ

から、気を付ける」といった内容の記述も、約

38％の児童にみられた。 

ワークシートの振り返り欄では、「しっかり

考えた」が 53％、「新しく気付いたことがあっ

た」が 66％、「これから大切にしないといけな

いことが分かった」が 50％であった。 

 授業中の児童の発言も含めて検討すると、

「いじり」と「いじめ」を考えることで、いじ

めに対する認識が深まったと考える。 

 

４．成果と課題 

【成果】 

・児童の８割ははじめ、いじめは身体的暴力と

頻度が問題であると考えていたが、最終的に



は、ほぼ全員が被害者の気持ちが問題である

ことに気付くことが出来た。 

・いじりといじめの関連性を考えることによっ

て、教員が自分の生活に引き付けて考えるよ

うに促さなくとも、自分との関わりの中で考

えることが出来た。 

・いじりといじめの違いを考えることを通して、

自分がいじりだと思ってしていることが、い

じめになるかもしれないという可能性に気

付かせることが出来た。 

【課題】 

・いじりといじめがどう違うのかという話し合

いよりは、どのような点が似ているのかを話

し合ってもよかったのかもしれない。そうす

ることで、いじりといじめの親和性により気

付くことができたかもしれない。また、人間

の尊厳についても、もっと触れる場があって

もよかった。 

・この学習は一つの点であり、それを線にし、

立体にしていく実践が、学習内容を日常に生

かし、集団育成につながると考える。そうい

った学習の連続性を今後、検討していきたい。 
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